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平成28年　月　日

成田駅周辺地区都市再生整備計画
平成26年度　～　平成30年度　（5年間） 千葉県成田市

⇒
⇒
⇒

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

A-1 都市再生 一般 成田市 直接 工事延長　L=600m 成田市 1,866.5

合計 1,866.5

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

75%
地区への愛着度 39% 50%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1866.5百万円 Ａ 1866.5百万円 Ｂ ０百万円

地区への愛着度とは、地域に対して愛着や誇りを感じている割合とする。（住民アンケートにより把握）
39% - 50%

（Ｈ30末）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

駅前における歩行環境満足度

社会資本総合整備計画（都市再生整備計画事業）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

観光入込客数 10,935千人 12,100千人

【大目標】成田の歴史資源を大切にした、観光と住環境が魅力的なまちづくり
　【小目標①】国際観光都市成田の表玄関として、魅力ある、おもてなしの心を大切にした空間の創出を目指す。
　【小目標②】歩行者の利便性向上を図り、快適で質の高い都市空間の形成を目指す。
　【小目標③】門前町の歴史資源を大切にした、住民にとって誇りや愛着が持てるまちなみ景観の形成を目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

14%

（Ｈ26当初） （Ｈ28末）

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

Ｄ ０百万円
効果促進事業費の割合

○％
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

Ｃ ０百万円

観光入込客数は、成田駅周辺地区内の1月から12月までの一年間の観光入込客数とする。 10,935千人 - 12,100千人

駅前における歩行環境満足度とは、JR成田駅と京成成田駅間を歩行により移動しやすいと感じている割合とする。（住民アンケートにより把握） 14% - 75%

市町村名
事業実施期間（年度）

-

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

市道並木町土屋線　外

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

配分額
（a）

128,250 66,200 113,500

H26 H27 H28 H29 H30

交付額
（c=a+b）

143,667 66,200 113,500

計画別流用
増△減額
（b）

15,417 0 0

支払済額
（e）

35,967 173,900

前年度からの繰越額
（d）

0 107,700 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0

翌年度繰越額
（f）

107,700 0

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0%



（参考図面）都市再生整備計画

計画の名称 成田駅周辺地区都市再生整備計画

計画の期間 平成26年度　～　平成30年度　（５年間） 成田市交付対象

0 200 1,000 2,000
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A-1
成田駅周辺地区都市再生整備計画

（133ha）



社会資本総合整備計画の添付書類等

交付対象事業別概要
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(参考）年次計画

（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費

成田市 1866.5 413.7 241.6 330.7 336.7 543.8

計 1,866.5 413.7 241.6 330.7 336.7 543.8

関連社会資本整備事業

交付対象 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費

計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

効果促進事業

交付対象 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

事業費

計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1,866.5 413.7 241.6 330.7 336.7 543.8

22.2% 35.1% 52.8% 70.9% 100.0%

合計

累計進捗率　（％）

事業名 事業箇所名 事業主体

事業名 事業箇所名 事業主体

成田駅周辺地区都市再生整備計画 成田駅周辺地区

事業名 事業箇所名 事業主体



都市再生整備計画
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 133 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

千人 H24年度 Ｈ30年度

% H25年度 Ｈ30年度

% H25年度 Ｈ30年度50地区への愛着度
地域に対する愛着や誇りを感じている割合（住民アンケート
による）

住みやすい生活環境を整え、また本地区ならではの歴史資源の整
備を行うことで、地区に対する愛着や誇りが向上することを確認す
る。

39

12,100

駅前における歩行環境満足度
ＪＲ成田駅と京成成田駅間の歩行による移動がしやすいと
感じている割合（住民アンケートによる）

駅前において、誰もが移動しやすい歩行環境が形成されているこ
とを確認する。 14 75

観光入込客数
成田駅周辺地区内の1月から12月までの観光入込客数 国際観光都市としての景観や雰囲気を創出することにより、近年

の観光客の入り込み客数の減少傾向を抑制することを確認する。 10,935

　・駅から表参道まで、安心して楽しく回遊できる歩行空間の形成が必要である。
　・都市型居住への対応として、駅周辺の歩行者利便性の向上が必要である。
　・地区内の住民が誇りや愛着を持てるまちづくりの推進が必要である。

成田市新総合計画において、地域のまちづくり方針を以下のように定めている。
　・中心市街地の整備（JR・京成成田駅前地区の計画的な整備、駅前広場における交通安全性の確保）
　・来訪者や外国人が迷わず歩けるまちづくり（英語や韓国語、中国語等の外国語による案内表示やパンフレット等の配布により回遊しやすさの向上）

成田市都市計画マスタープランにおいて、地域のまちづくり方針を以下のように定めている。
　・表参道周辺の歴史的まちなみを活かした景観形成や魅力ある参道づくりによる、風格ある地域づくりを進める。
　・ＪＲ・京成成田駅周辺において、段差の解消や各種案内設備の設置などにより地域のバリアフリー化を進める。
　・駅前再開発事業の促進や参道商店街などにおけるセットバックなどによる市街地のリニューアルを行う等、地域住民にとって暮らしやすい良好なまちなみ形成に努める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 千葉県 成田市 成田駅周辺地区

計画期間 交付期間 30

【大目標】成田の歴史資源を大切にした、観光と住環境が魅力的なまちづくり
　【小目標①】国際観光都市成田の表玄関として、魅力ある、おもてなしの心を大切にした空間の創出を目指す。
　【小目標②】歩行者の利便性向上を図り、快適で質の高い都市空間の形成を目指す。
　【小目標③】門前町の歴史資源を大切にした、住民にとって誇りや愛着が持てるまちなみ景観の形成を目指す。

■成田市および成田駅周辺地区の概要
　成田市は、千葉県の北部に位置し、面積約214㎢、人口約131,000人の都市である。成田国際空港を有するとともに、国際観光モデル地区の指定を受け、周辺地域と連携し観光資源の保存や宣伝、発展に努めている。当地区は、成田市の中心市街地
に位置し、JR成田駅と京成成田駅が近接しており、両駅における乗車客数は合わせて一日平均約35,000人を数え、北総地域の交通結節点として重要な役割を担っている。また、駅の北側約１ｋｍには、本市の観光の中心となる、成田山新勝寺が位置し
ている。

■これまでのまちづくりの経緯
　本地区では、地元住民からなる街づくり団体が設立され、官民協働により表参道の景観整備や歩道整備を行い、国際観光都市の表玄関としての顔づくりが進められており、上町地区（表参道）におけるまちなみ整備が国土交通省の都市景観大賞「美し
いまちなみ優秀賞」を受賞している。
　また、JR成田駅東口では、JR成田駅東口第二種市街地再開発事業や、それに伴う集合住宅の建設が進められているほか、京成成田駅東口周辺地区では、中心市街地における居住系の需要の高まりへ対応すべく、地区計画の変更の検討が進めら
れる等、都市型居住への土地利用転換が進んでいる。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・【整備方針１：国際観光都市成田の表玄関として、魅力ある、おもてなしの心を大切にした空間の創出を目指す。】
・京成成田駅東口及びJR・京成成田駅中央口の整備により、表玄関口にふさわしい環境を整える。
・表参道における景観整備及び歩道整備により、楽しく安全に回遊できる空間の創出する。
・ベンチの設置により、ゆっくりと参道を楽しめる環境を整える。

【基幹事業】
　道路事業：市道並木町土屋線歩道整備事業
　地域生活基盤施設：人工地盤整備事業
　地域生活基盤施設：観光案内看板設置事業
  地域生活基盤施設：ポケットパーク整備事業
　高質空間形成施設：ボラード石・インターロッキング設置事業
　高質空間形成施設：市道並木町土屋線石畳風舗装事業
　高質空間形成施設：エレベーター・エスカレータ－設置事業
　高質空間形成施設：ベンチ・インターロッキング・装飾街路灯等設置事業
【提案事業】
　まちづくり活動推進事業：街づくり団体補助金

・【整備方針２：歩行者の利便性向上を図り、快適で質の高い都市空間の形成を目指す。】
・駅前空間においてバリアフリー化を行い、安全で快適に生活できる環境を整える。
・駅前広場の拡張を行い、利用者が安全に利用できる駅前空間の形成を目指す。
・観光案内板の設置を行い、わかりやすい歩行環境の形成を目指す。

【基幹事業】
　地域生活基盤施設：人工地盤整備事業
　地域生活基盤施設：観光案内看板設置事業
　高質空間形成施設：エレベーター・エスカレータ－設置事業
【関連事業】
　JR成田駅東口第二種市街地再開発事業

・【整備方針３：門前町の歴史資源を大切にした、住民にとって誇りや愛着が持てるまちなみ景観の形成を目指す。】
・街づくり団体への支援を行い、表参道における景観整備や歩道整備の円滑化を図る。
・地域資源を活かしたまちなみ整備により、住民の地域に対する愛着や誇りを向上させる。

【基幹事業】
　道路事業：並木町土屋線歩道整備事業
　高質空間形成施設：ボラード石・インターロッキング設置事業
　高質空間形成施設：市道並木町土屋線石畳風舗装事業
　高質空間形成施設：ベンチ・インターロッキング・装飾街路灯等設置事業
【提案事業】
　地域創造支援事業：伝統的建築物等修景整備補助事業
　地域創造支援事業：ファサード整備補助事業
　まちづくり活動推進事業：街づくり団体補助金
【関連事業】
　JR成田駅東口第二種市街地再開発事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 成田市 直 600ｍ 8 30 26 30 731 731 731 731 －

公園 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

人工地盤 成田市 直 26 30 26 30 380 380 380 380 －

成田市 直 27 27 27 27 0.9 0.9 0.9 0.9 －

成田市 直 30 30 30 30 10 10 10 10 -

広場 成田市 直 27 28 27 28 40 40 40 40 －

成田市 直 26 30 26 30 13 13 13 13 －

成田市 直 29 30 29 30 210 210 210 210 -

成田市 直 27 27 27 27 151 151 151 151 －

歩行支援施設 成田市 直 26 26 26 26 283 283 283 283 －

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,818.9 1,818.9 1,818.9 0.0 1,818.9 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

市 直 8 28 28 30 20 20 20 20

市 直 8 30 26 30 24 24 24 24

市 直 8 30 26 30 3.6 3.6 3.6 3.6

合計 47.6 47.6 47.6 0.0 47.6 …B

合計(A+B) 1,866.5
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

市 国土交通省 約1.4ha ○ 26 27 9,817

合計 9,817

交付対象事業費 1,866.5 交付限度額 746.6 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

市道並木町土屋線

地域生活基盤施設

JR.・京成成田駅中央口

JR.・京成成田駅中央口・東口

京成成田駅東口

情報板
市道並木町土屋線

高質空間形成施設
緑化施設等

市道並木町土屋線

JR成田駅東口駅前広場

京成成田駅東口

市道並木町土屋線

連携生活拠点誘導施設

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

伝統的建築物等修景整備補助事業 仲町

ファサード整備補助事業 上町・花崎町

事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

街づくり団体補助金 （花崎町・花一参道・上町・仲町）協議会

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

JR成田駅東口第二種市街地再開発事業 花崎町



都市再生整備計画の区域

　成田駅周辺地区（千葉県成田市） 面積 133 ha 区域 成田市成田、田町、東町、本町、仲町、上町、花崎町及び幸町の一部の区域
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成田駅周辺地区（千葉県成田市） 整備方針概要図

目標

【大目標】成田の歴史資源を大切にした、観光と住環境が魅力的なまち
づくり

【小目標１】国際観光都市成田の表玄関として、魅力ある、おもてなしの心を大切
にした空間の創出を目指す。

【小目標２】歩行者の利便性向上を図り、快適で質の高い都市空間の形成を目指
す。

【小目標３】門前町の歴史資源を大切にした、住民にとって誇りや愛着が持てるま
ちなみ景観の形成を目指す。

代表的

な指標

観光入込客数 千人／年 10.935 (平成24年度) → 12,100 (平成30年度)

駅前における歩行環境満足度 % 14 (平成25年度) → 75 (平成30年度)

地区への愛着度 % 39 (平成25年度) → 50 (平成30年度)

N
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■「高質空間形成施設」基幹／歩行支援施設

□「地域創造支援事業」提案／
伝統的建築物等修景整備補助事業

□「まちづくり活動推進事業」提案／
街づくり団体補助金

■「地域生活基盤施設」基幹／人工地盤
■「高質空間形成施設」基幹／緑化施設等

■「道路」基幹／並木町土屋線歩道整備事業
■「高質空間形成施設」基幹／緑化施設等

□「地域創造支援事業」提案／ ファサード整備補
助事業

○関連事業／ＪＲ成田駅東口第二種市街
地再開発事業

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

■「地域生活基盤施設」基幹／情報板

■「地域生活基盤施設」基幹／広場

■「地域生活基盤施設」基幹／情報板
■「高質空間形成施設」基幹／緑化施設等


